






















































































































































































２‘`オリンプアフリカ アフリカ地方地域において ● 、
持続可能な開発を奨励すること'，（イバムバイ氏）
3．“'00アジェンダ２１に従い、奨励された登山及び岩
登り協議活動”（クラウデエクハード氏）
４“オリエンテーリングワールドカップにおける環境
的な配慮の自実行',（ブライアンパーカー氏）
5．“スポーツと環境保全～環境倫理思想から導く基本
理念'，（日本オリンピックアカデミー、筑波大学
近藤良亨氏）
６．Ｍ自然に感謝する心を育む為に”（参議院議員、元オ
リンピック選手橋本聖子女史）
7．“スポーツビジネスの世界の小さな試み,，
(スポーツ２１エンタープライズ、三ツ谷洋子女史）
8．“環境は平和へのキーワード”
(NASL地球環境フォーラム倉嶋康氏）
9．“オリンピックと環境保全との両立に向けて”
(長野県自然保護研究所富樫均氏）
１６：00-16：３０体憩
１６：30-18：００討論
1８ 
１９ 
００大会決議の採択及び閉会スピーチ記者会見
30100主催フェアウエルディナー
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ここで、参考のためにアジェンダ21の骨子を提示しておく。
オリンピックムーブメントアジェンダ2１
オリンピックムーブメントアジェンダ2１（1999年６月採択）は、スポーツに関わる全
ての選手、個人、組織が持続可能＊＊）な開発に向けて取り組む方法の概要を示したもので、
以下の三つの目的を有している。
①持続可能な開発の国際協力プロジェクトを強化させ、社会的排除の撲滅運動を援助
し、新しい消費者習慣を奨励し、健康維持促進に積極的な役割を果たし、社会のニ
ーズにより適応するスポーツインフラを振興し、更に、開発と環境の概念をスポー
ツ施策に採り入れていく。
②環境計画、施設の設計、インフラやスポーツ製品を通じて、天然資源の保全と管理
を行う。
③スポーツ組織マネージメントの管理への参加および参加促進によって､女性､青年、
固有民族のような主導的グループの役割を強化する。
*＊）持続可能とは、次世代が満足できるという機会を危うくすることなしに、現世代のニーズを
満たすことはできないという定義である（プルンドランドレポート：環境と開発世界委員会
1987年)。
UNCEDアジェンダ21の実施と挑戦
◇１１月３日午前の部
水野正人氏を座長にし、最初にＵＮＥＰ（国連環境計画）の持続可能な開発委員会のブレピ
ック氏よりコメントがあった。「相変わらず、世界の貧富の差は激しく、世界人口の1/5が一
日の生活費１ドル以下というきわめて貧しい生活を送っている。このような状況を抜本的に
解決しなければならない。シェア＆ケアが大切で、各国の協力の継続を期待する｡」との内容
であった。次に、国際赤十字を代表して野々山忠致氏は「公衆衛生の普及が大切で、それが
ある程度実現できれば、スポーツを通じての健康づくりが可能になる｡」と述べた。三番目の
スピーカー星野麻美氏はＵＮＩＣＥＦを代表して、健康、食糧、教育等全ての面でのサポートが
必要で、ともかくサバイバル、ディベロップメント（食糧と教育)、保護（プロテクション)、
協力参加の４点を強調した。最後に、世界銀行の岩|崎弥佳氏は、「世界銀行は、途上国に約２
兆円／年の補助をしているが、まだまだ不十分である。９月１１日のアメリカ同時多発テロ事
件で本年は景気が悪くなり、新たに1,000万人の飢餓が発生する危険がある｡」と述べた。
総じてスピーカーの発言は、途上国の貧困について言及し、これの克服なしにはアジェン
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ダ21の実現は難しいとの印象であった。
オリンピックムーブメントのアジェンダ2１
◇１１月３日午後の部
シュミット副会長は先ず、キーノートスピーチとして、１CO年後の地球を考えると大変な
ことになると述べた。「地球の70％は海であり、２０％は砂漠である。僅か10％が利用可能な
土地で、人類はそこに住んでいるのだが、実は地球上の人口は100年後には90億人を超える
であろう。そして貧困は依然として存在し､移民や億単位の難民がでるとも考えられている。
そして最も大切なことは、水とエネルギーと環境問題になると予測される。水（みず）は、
金（きん）のように貴重なものとなり、エネルギーも全て枯渇し、消費は莫大となり、組織
犯罪とテロ行為、そして違法薬物が横行することであろう。考えれば考えるほど暗い気持ち
になるが、私たちは勇気を持ってこれに立ち向かうべきである。」
続いてタラデラス氏は、環境と経済と社会のバランスが大切であると述べた。「世界の国々
は異なった文化、異なった行政機構、異なった経済施策を有している。これらを理解した上
で、アクションのガイドラインをつくり、グローバルに考え、ローカルに実行したい。どん
な些細なことからでも考えを進めていく必要がある」と述べたｂこの後、オギ氏は、「現場か
らのリポートを。アクションこそ全て｡」と締めくくった。その後、議論はアクションに集中
し、五番目のスピーカーであるヘンダーソン氏は、モントリオール・オリンピックの際にオ
ンタリオ湖でのヨット競技開催を可能に導いた努力《また、バルセロナ・オリンピックの際
も、汚染の進んでいた地中海の環境を改善するのに大変な努力をした、と現場での実践を報
告した。そして、2008年のチンタオにおいてもたゆまぬ努力を続ける決意を述べた。六番目
のスピーカー、ボチェット氏とスヴィンスカ氏は、オリンピック選手や選手会（世界オリン
ピアン協会）が、持続的開発にどのような役割を果たすかについて「一般論として、知名度
の高い選手の法が専門家よりも人々に受け入れられ易いので、密接なチームワークが必要で
ある」ことを述べた。続いて、水野正人氏が、スポーツ用品のビジネス界の役割について
ISO14001の取得等を通じて、エコテクの徹底を図ることの重要性を説いた。
続いて、ドイツのユリカ・デインステル氏は、オリンピック精神は、理想の追求をしてお
り、それが環境に対しても向けられるべきであるとの見解を示した。
最後に､スチュアード氏が身障者スポーツにとっても環境は大切であるとの意見を述べた。
7７ 
法政大学体育研究センター紀要
環境的な持続性とスポーツ大会
◇11月４日午前の部
会議第二日目は、“環境的な持続性とスポーツ大会'，というテーマについての議論が、ヘイ
ベルク座長のもとで始まった。ヘイベルク氏は、教育こそ最も大切なことであると述べた。
続いて第一番目のスピーカーであるスタッブ氏は、ゴルフを例にとり、環境施策の立案から
実施・マネージメント・監視・コミットメントまでの一連のチェーンアクションが必要だと
述べた。世界には約３万ケ所のゴルフ場があり、適切な環境対策が必要であると主張した。
第二番目のスピーカーのチェルヌシュンコ氏は、ユニバーサルデザインと参加型地域社会
の必要性を説いた。
続いて、地球規模の環境保全運動を展開しているＮＧＯ団体として有名なグリーンピースの
代表であるオット氏が、このテーマにおけるキー・ロールを果たしていることを示し、シド
ニー・オリンピックに銅メダルを授与したことを報告した。ちなみに、グリーンピースによ
るメダル授与にはアイロニカルな意味合いが込められている。すなわち、彼等が与えるメダ
ルにははじめから金ｂ銀はなく、最高位が銅メダルなのである。
第４番目のスピーカーとして、長野市長の塚田氏が、長野オリンピック大会時の飯綱高原
のフリースタイルスキー場周辺の緑化にあたって、環境保全策として表士復元方式を採用し
たことを報告した｡
バルダーストーン氏が、シドニー・オリンピック大会時の環境対策について述べた。シド
ニー大会の環境プログラムは、①意識のアップ、②企画の構築、③教育（実証と教育)、選手
の活用、④再生と再建からなり、その実施には多くの人々の参加を得、合計124ケ国およそ
3,800人のボランティアの参加があったことことを報告した｡プログラムの原則はパートナー
シップであり、その次に、どれだけノウハウを隅々にまで行き渡らせることができるかがポ
イントであったと述べた。
これらの報告に続いて第六番目には､オリンピック活動における今後の抱負ということで、
以下の各開催予定地の代表者がプレゼンテーションを行った。
・アテネ（ギリシア）：トラフイック・コントロールに充分配慮したい。
・トリノ（イタリア）：イタリアらしいオリンピック大会の具現化を模索中。
･北京（中国）：挙国一致のオリンピックをＩＯＣのサポートで行いたい．全く新しいインフ
ラ整備を検討中。
これらのうちアテネとトリノに対して会場から、ディーゼル車輌の粉塵対策について質問
が出たが、解答はなかった。
そして、最後のスピーカーとしてミルホルト氏が、スポンサーと大会の関係について述べ
たが、「良い関係」でといった一般論的な域にとどまるものであった。
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個々の活動成果及び提言
◇１１月４日午後
いよいよ、最終日の午後となったが、今回の会議のプログラム内容は日本及び途上国に向
けたサービスというイメージが強かった。
午後のセッションで唯一強い印象を残したのは、第九番目のスピーカーである長野県自然
保護研究所の富樫氏による報告である。富樫氏は、長野オリンピックにおける環境対策に関
して、自らの調査・研究に基づいた、赤（不可）・檀（不充分）・緑（充分）の三色にマトリ
ックス化した評価マップを提示した。きわめて明解なプレゼンテーションで、問題点の所在
もはっきりと示された優れたレポートであった。
この報告に見られるように、純粋に客観的、すなわち大会開催関係者としての立場から生
じるバイアスのかからない、かつ学問的調査結果の提示は、大変残念なことながら、本会議
においては他に例がなかった。富樫氏の説明は、表土復元・鳥類相への影響・ギフチョウの
生息環境への影響・エコロードのモニタリング・河川生態系の復元状況・大規模な自然環境
改変地域やダウンヒルコースのスタート地点における環境変容など多岐に及び、提言として
以下の三点が投げかけられた。
1）限りある地球環境資源と地球環境への影響に配慮し、既存の競技施設を最大限活用す
るとともに、可能な限りオリンピック大会のスリム化をはかること。
2）オリンピックにおいて競技会場と道路網は大会運営のために切り離せない施設である。
準備から運用にいたるまで、これら施設全体にわたる一貫した総合的な環境保全管理
を実行すること。
3）総合的な環境影響評価をオリンピック開催計画の早期から実施し、長期にわたる環境
モニタリングを行い、それらの結果を将来のために生かすこと。
総括
大変に盛りだくさんの内容であったが、正直にいって内容が多様すぎて、方向性が明確で
ないように感じた。
オリンピックと環境問題、オリンピックと途上国問題、オリンピックと商業主義問題につ
いての明確なキーノート・レクチャーが提示されなかったことはきわめて残念である。全て
の発言が細かく割り振りされていたので、総論のさわりの美辞麗句が多く、具体的かつ建設
的な意見となりにくかった｡その典型的な例が､｢将来のオリンピック開催地についての提案」
（第二日目午前の部）である。具体的にどこに問題があるのかも明確にされておらず、ト
リノ（イタリア）にいたっては、単にプロモーション・ビデオを映写するのみで、真蟄な取
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り組みが検討されているようには到底考えられない。もう一点苦言iを付け加えるならば、会
議内容にあまり関係のあるようには見受けられない日本人ゲストの数の多さが目に余ったこ
とである。このために、パーティーなどで国際交流を行おうにも、日本人同士の存在がバリ
アとなり、必ずしも有効な交流ができていないような印象があった｡これも誠に残念である。
但し、長野においてこのような重要な国際会議が開催されたことには、意義深いものがあ
る。大会の実行委員会の関係者の尽力に、深い感謝の念を呈する次第である。
8０－ 
